
本号の編集にあたって
近年急ピッチで開発が進められている廃炉技術は，東日本大震災における原子炉災害からの復

旧・復興に必要なものとして対応が迫られている課題です。社会的にも「福島第一原発の後始末」

として意識されることがほとんどですが，本来は，原子力技術という大きな学問領域の一翼を担

い，その安全な利用サイクルを形成するために不可欠なものです。地盤工学技術としては，これ

まで，例えば地中遮水壁の構築などについて外部からの要望に応じた協力を行ってきていますが，

今後は地盤工学という分野全体から原子力工学分野に向けて積極的に「できること・やるべきこ

と」の提案を行い，事故対応にとどまらない廃炉技術の確立を加速する新しい技術開発を進めて

いく必要があります。このように，廃炉に関しては，地盤工学の個々の分野での要素技術の積み

重ねだけでなく，人材育成までを含めた総合的・横断的な検討体制の確立が急務であり，ここに

廃炉地盤工学という分野創設の意義があります。そこで，本号では「廃炉地盤工学」と題し，地

盤工学会内に設置された廃炉地盤工学委員会（座長小峯秀雄教授（早稲田大学））の全面的な

協力のもと，特集を企画しました。

総説では，廃炉に係る周辺状況と地盤工学からの貢献が示されています。2 本の論説では，研

究開発の現状と「廃炉地盤工学」の分野構成（単元）について紹介されています。さらに 6 編

の報告として，各単元（地盤材料学，地盤環境学，地盤施工学）の最新の状況及び廃棄物処分の

実態に加え，自治体からの要望や期待についても寄稿されています。

本特集が皆様の理解を助け，また社会にとって有益なものとなることを願っています。
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